
21 22

メディア社 会 学 科 Department of Media and Communication Studies

メディア社会学科

橋爪絢子 准教授

私は商品の再設計に興味を持っています。皆さんは普段
使っているモノで「不便だな」「使いづらいな」と思った経験
はありませんか？　それらをどうにかできれば生活の質が上が
るのにと思っていたとき、橋爪ゼミのユーザ中心設計という
考え方に出会いました。ユーザを軸に据え、ユーザとモノと
の関係を踏まえて設計する方法なら、使いづらいと思うモノを

減らせるのではないかと考え、橋爪ゼミを選んだのです。
ユーザそれぞれに合わせた設計を実現するのは現段階では
難しいと感じていますが、ユーザ中心設計はそれを解決でき
る研究だと確信しています。モノの何が使いづらいと思わせ
ているのかをユーザ調査を用いて解明し、そのモノをブラッ
シュアップさせたいと思っています。

ユーザ中 心 設 計で、使いづらいモノを減らしたい
学 生 の 声
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メディアとユーザの関係性やそのデザインのあり方を
利用経験から考える

みなさんは日常生活を送る中で、どのような「人工物」を、どのような目的で、ど
のように使っていますか？「人工物」というのは、「自然物」の反対の意味で、人間
が作り出したものすべて（ハードウェアやソフトウェアなどの製品、店頭サービスや

Webサービスなどのサービス）を指します。
私たちの身の回りには、この「人工物」が満ちあふれていて、人工物がないと私

たちの日常生活は成り立たなくなってしまいます。特に、SNSやWebなど情報メ
ディアに関連する人工物は、技術の進歩に伴って爆発的に拡大していて、私たちの
日常生活にも深く浸透してきています。そうした人工物について、どのような人が、
いつ、何のために、どのように利用をしているのかといった利用経験の実態を把握
しながら、そのデザイン（設計）を問い直すことで、メディアと人間との関係を考え
ていくのが、橋爪ゼミです。
人工物のデザイン（設計）のアプローチとしては、2種類の方向性があります。

シーズ指向的なアプローチとニーズ指向的なアプローチです。シーズ指向的なアプ
ローチでは、技術開発を中心にした開発が行われます。新しい技術ができたから、
それを使って何か製品やサービスを考えよう、というわけです。それとは反対に、
ニーズ指向的なアプローチでは、対象の人工物を使う人のニーズを中心にして、
ニーズを満たすためにどのようなものを開発し、それをどのようにデザイン（設計）
すれば良いかを考えていきます。
後者のように、人工物を使う人を中心に据えた設計アプローチのことを、「ユー

ザ中心設計」や「人間中心設計」と言います。人工物を使う人のことを、「ユーザ」
と言います。「ユーザ中心設計」や「人間中心設計」という設計アプローチでは、
ユーザがどんな生活をしているどんな人なのか、そしてユーザがどのような場面で、
どのような目的で、どのように対象の人工物を利用するのか、というようなことを
把握するための調査を実施します。このようなユーザの利用実態調査から把握し
た内容やそこから導出したユーザの要求事項に基づいてデザイン（設計）をするこ
とで、人工物をより最適化します。
例えばみなさんは、利用しようとする人工物の操作の仕方や使い方がわからな

かったり、使っているときに操作を間違えてしまったり、あるいは利用している人工
物の操作手順が複雑でわずらわしい…などと感じたりした経験はありませんか？ 

こうした利用上の問題は、「ユーザ中心設計」や「人間中心設計」のアプローチで
人工物をデザイン（設計）することで、防ぐことができます。
みなさんが日常生活の中で使うような身近な人工物について、それを使うユーザ

というのは一体どのような人たちなのか、ユーザはどのようにそれを利用するのか、
そしてその際にユーザがどのような問題を抱えているのか、といったことを考えな
がら、そのデザイン（設計）のあり方について一緒に考えていきましょう。
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法政大学多摩キャンパスのオープン・キャンパス企画
や、SNSトラブル防止や地方の魅力紹介PR動画の制
作など、実践を通してプランニング能力を身に付けます。

青木 貞茂 教授
❶広告学
❷高度消費社会における広告プランニング研究

ソーシャルメディアを中心に研究と実践的な活動を
行っています。メディアの未来を一緒に切り拓いてい
きましょう！

藤代 裕之 教授
❶ソーシャルメディア論、メディア環境設計
❷ソーシャルメディア時代の「伝え方」を考える

意思決定、組織、社会ネットワーク、マーケティングの分
野からメディア産業やコンテンツ産業にアプローチします。
そして地域、企業、社会等との相互影響関係を探求します。

宇野 斉 教授
❶組織行動科学、社会ネットワーク、経営学
❷地域や社会における組織、社会ネットワークの構造、

行動、変化を探ります

企画・調査・整理・報告の技法を学びます。社会人に
なった時に必ず役立つ技能です。

白田 秀彰 准教授
❶情報法・知的財産権法
❷情報社会と情報産業の調査研究、
　プレゼンテーションの技法

戦争体験者への聞き取り調査を通して現代史を追体験
しながら、人びとの行動を方向づけてきた日本型報道の
基盤構造を分析・考察します。

別府 三奈子 教授
❶ジャーナリズム規範の国際比較研究、写真研究
❷負の遺産とジャーナリズムの記録の連関に関する 

調査と分析

メディアが人 の々考え方・意識に与える影響に関して、さ
まざまな調査・実験データを用いて分析し、社会における
メディアの役割について考察します。

大森 翔子 准教授
❶政治コミュニケーション論、政治行動論
❷世論とメディア

デジタルメディアでどんなことができたら楽しいか、役に
立つか、喜んでもらえるか、企画立案して実際に作品を
作ります。

土橋 臣吾 教授
❶メディア論、コミュニケーション論
❷デジタルメディアの実践的研究

消費者心理学の観点から商品・サービスや広告を分析
し、それらの知見を基に、実効性のあるマーケティング手
法について議論します。

諸上 茂光 教授
❶消費者心理学、脳認知科学
❷消費者心理に基づいたマーケティングの研究と実践

現代美術、映像・ニューメディア、映画、音楽、キュレーショ
ンなどの文化領域を、実践的かつ理論的な学習プロセス
を通じて学び、アートと社会の相関について研究します。

琴 仙姫 准教授
❶現代美術、映像・ニューメディア
❷美術理論、政治哲学、ポストコロニアル理論

世界諸民族の生活様式と文化の多様性について現地
調査の成果を通して理解していきます。言語表現（中
国語）と文化の継承・変容についても考察します。

謝 茘 教授
❶文化人類学、中国・日本社会の生活文化の比較研究
❷グローカリゼーションにおける言語表現と民俗知識の

伝承・実践 ショート・ムービー制作や放送番組の企画などを通して、
メディア・テクストの構造を理解し、将来表現者となる
ための基礎を身に付けます。

藤田 真文 教授
❶コミュニケーション論、メディア論
❷マス・メディア（テレビ）のテクスト（内容）分析

歴史から学び、 現在をまっすぐ見つめ、よりよい未来を
構築するための「真の教養」＝生涯の財産を一緒に
しっかり身に付けましょう。

大﨑 雄二 教授
❶現代中国における国民統合・民族政策
❷現代中国（東アジア）地域研究

社会学の重要文献を読み込んで、社会問題の批判的
な捉え方を身に付けます。夏休みは、社会問題の「現
場」へ行ってインタビューも行います。

鈴木 宗徳 教授
❶社会学史、理論社会学
❷現代における批判的社会理論の課題

実空間・仮想空間での人々の社会活動をセンシングし
分析して支援する情報システムについて、特に教育学
習に注目して研究します。

森 幹彦 教授
❶知能情報学、人間情報学
❷人間活動のセンシング・分析と活動支援のための情報

システム

映像と物語・その受け手への効果を、技法的側面や環
境的側面を中心に、違和感や切断にも注目して、認知
科学の立場から研究していきます。

金井 明人 教授
❶認知科学・人工知能と映像の修辞学
❷映像と物語の関係と、その受け手への効果を認知科

学の立場から分析する メディアの利用に関する諸問題をテーマに、それに関わ
るユーザの調査から現状を把握し、問題の解決案を考え
ます。

橋爪 絢子 准教授
❶ユーザ工学、ユーザ中心設計
❷実文脈におけるユーザの状況や行動の調査と分析

小説や映画、SNSなどのメディアによってもたらされる経
験や学びについて分析し、よりよいメディアの設計や表
現について考察します。

李 舜志 准教授
❶教育学、哲学
❷メディアによる人間形成と記憶の継承

非言語コミュニケーションについて実践的に探究しま
す。舞台芸術や、身体表現・ダンスに深く関わります。

越部 清美 教授
❶舞踊教育学、体育科教育学
❷身体文化について考える／体験する

法律、医療、福祉、環境保護、先端技術など、社会
の様 な々領域における「対話」の方法や、多様な意
味で使われている「尊厳」の概念について哲学的に
研究します。

馬場 智一 教授
❶哲学・倫理学・思想史・哲学プラクティス
❷対話の哲学と社会実装、尊厳概念研究


